
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 アフターコロナの生活の充実 」 

                                       副校長 能瀬 圭介 

先月、５月８日から新型コロナウイルスの感染症法上の分類が 5類に移行しました。 

まずはコロナ禍の 3年余りをどんな形であれ、乗り切ったことをみんなで喜び合いたいです。

毎朝の検温に始まり、体調が思わしくなければ保健所の指示に従って自宅待機をお願いしたり、

学校行事は中止や人数制限をして対応せざるを得ないなどの３年間でした。本当に幼児・児童・

生徒の皆さんや保護者の方々には多大なる御理解と御協力を賜りました。ありがとうございま

した。 

今、その上で考えたいことがあります。それは急に元の生活に戻すのではなく、焦らずにゆ

っくりと時間をかけて戻すことや、この３年間を一つの教訓として新たな視点で人との関わり

を考え直していくということです。 

今後はマスクの着用は原則不要となりました。給食時の黙食はしなくてもよくなりました。

リモート授業の普及は更に発展していくでしょう。 

しかし、５類へ移行後の生活を見ていると、どれを取ってみてもどのように対応してよいの

か迷い、各個人の判断に委ねられている現状があります。それはこの３年間余りの生活があら

ゆる物事を「正しいか？正しくないのか？」の２分法で分けられていたので、いまだにその空

気が漂っているからです。自分の考えを人に強いたり、反対に自分が間違っていないか不安に

なったりするようです。もっと自由に、シンプルに、素直になって、決して自分の決断を人に

強いないことや、他人の決めたことを受け止めて尊重する姿勢を大切にすることが必要と感じ

ます。 

５月末から本校では幼小学部の遠足、中学部移動教室に 

始まり６月は中・高等部の修学旅行や移動教室等の宿泊行 

事が立て続けに実施されます。「あといくつ寝たら遠足！」 

と心待ちにしていた幼児や、楽しかった遠足の様子を報告 

に来てくれた児童、修学旅行で訪れる寄席を楽しみにして 

いることや、キャンプファイヤーの踊りの練習に盛り上が 

りを見せている等の様々なお話を保護者の方や担当教員か 

ら伺って、改めて幼児・児童・生徒の皆さんの素直でシン 

プルな気持ちの伸長を大切に「アフターコロナ」の教育を 

実践していきたいと思っています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の工事について 

 プールの解体と発生材の搬出を行います。 

近隣の皆様には御迷惑をお掛けいたしますが、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

学校周囲の清掃活動について  
 

 ５月からプールの解体が始まり、いよいよ校舎改築工事がスタートしました。新しい校舎に期待が膨らみま

すが、まずは引っ越しに向けた準備が必要です。荷物の整理・整頓はもとより、長い間、学び舎としての役

目を果たしてきてくれた校舎とは、特にきれいにしてお別れしたいものです。そして、新しい八王子盲学校が

地域の方々に快く受け入れていただけるように、社会とのつながりも大切にしてきましょう。 

そこで今年度は、児童・生徒・教職員も含めて、自分たちのできることを地域にアピールしていこうと考え

ます。学校周囲の清掃活動や落ち葉拾い、雪かきなど、工事に伴う学校周辺のチェックなども行いなが

ら、地域の方々と爽やかな挨拶を交わしていければと思います。児童・生徒のみなさんが、活動を通して地

域への関心が高まり、社会の一員としての自覚が育っていくことを期待しています。 

【児童会活動 プロジェクト G】                                           

小学部３～６年生の児童会のメンバーが、八王子                                

盲学校の腕章を付けて、環境美化のアピールや地                                  

域のパトロールを行います。自分たちを取り巻く環境                               

を知り、周囲の人たちの役に立つことを考えて、話し                               

合いを進めていきます。自分たちのできることを考え、                              

社会の中での自分の役割意識を育てていきます。 

講師の先生方紹介 
 今年度の講師の先生方を紹介します。 

（氏名、①専門、②担当学年と教科（補助で入る場合含む）、③みなさんへのメッセージの順）。 

 

・青木 範男 先生：①数学 ②普２数学、普２組リトミック 

 ③「好奇心は生きる力」いろいろなことにチャレンジしましょう。 

・宇田川裕之 先生：①小全 ②小４国語・算数・体育・自立活動・音楽他 

 ③八王子盲学校で３年目を迎えました。今年度もたくさん身体を動かし元気に過ごしましょう。 

・梅津 光司 先生：①国語 ②普１・普２・普３・普２組・高保国語、普２組日常生活の指導 

③皆の元気な姿を見るのが好きです。どうぞ楽しい時間を過ごしてくださいね。 

・笠原 秀之 先生： ①情報 ②普１・普２・普３情報 

③分かりやすい情報、使える情報を目指して授業を展開していきたいと思います。 

・剱持 映里 先生：①家庭 ②中１・中２・中３家庭科、普２組外国語 

 ③八盲３年目になります。皆さんの笑顔が見られるような家庭科になればよいなと思っています。 

・斉藤 宜子 先生： ①理科（生物） ②普１情報、普１理科、普２家庭科 

 ③13年ぶりに八盲に戻ってきました。全力で点字を復習しています。一緒に楽しく学習しましょう。 

・横小路裕子 先生：①保健体育 ②普１組・２組体育、普２組美術 

 ③八王子盲学校の皆さんと一緒にまた学べることを嬉しく思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

                                    

 

  

 


